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新しいヱ業技術製品

ーソフトウェア製品の生産革新

ORはソフトウェアの基礎

、ードウェアの生産問題については碇来から種

々の研究，開発，革新が行なわれてきたが，今後，

80年代においてはソフトウェアの比重がますます

大きくなり，このソブトウェアの生皮革新がきわ

めて重要な問題になりつつある.特に， ORはこ

のソブトウェアと非常に密接な鵠係にあるといえ

る.それは，最近のOR問題の多くがコンピュー

タによって解析され，答が得られているからであ

る.コンピュータの料用には必ずソフトウェアが

必要であり，このソブトウ式アをし、かに効率よ

く，品質のよいもの念作成するかはORの実用上

大変重要な爵題である.特t(:;.，企業の01之の多く

は時間的な制約があり，ある時期までに解けなけ

ればその鶴鐙がなくなる場合が多い.当然のこと

ながらソブトウェアに誤りがあれば誤った答えを

出すことになる.一方ソフトウ瓜ア側から考えて

みると，たとえば，ある最適生選設計画のソフトウ

ェアを作成しようとする場合， ORの分野で開発

された線形計画法等の手法はそのソフトウ x アの

基礎であり，それらの手法をベースにしてソフト

ウェアが作成される.このような意味でORはソ

フトウぉアの基礎といえる.

製品としてのソフトウェア

ソフトウェアは一時コ γ ピ且}タの利用技術と

いうように理解されていたが，これは必子しも正

しくないと思う.たしかに，コンピュータの初期

の段階においては，ソフトウ広アはプログラムと

よばれ，個人が作り，億人が利用していたが，そ

の後，多くの人々が開発生産に参加し，作られた

ソフトウ双アは多くの人々が利用するようにな

り，市場における交換儲鐘も生まれ，今自では虜

晶であり，製品としての泣霞づけがなされるよう
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になった.すなわち，ソフトウ忽ア製品である.

これは新しいタイプの工業技術製品といえよう.

したがって，製品としてのソフトウェアに対し

て，その生産性と品質を向上させる新しい管理技

術が要求されるようになった.特に， ソブトウェ

アの生産に対しては，未だに家内工業的，ギルド

制度的な生産方式に留まっている錦が多しその

革新が早急に期待されている.

ソフトウェアの賞と量の急速な鉱大

ソフトウ訟アの費約高度化と量的拡大は最近い

ちじるしい.図 l は，宇宙開発プ口ジ z グトのソ

ブトウ認アの規模の増大を示したものである，マ

ーキ品自ーのころはその規模は実行命令数で 500

万命令くらいであったが，その後，アポロプロジ

ェグトでは 1000万命令を超え，最近のスペースシ

ャトルプ口ジェクトでは絹00万命令を超えるよう

な大規模なソフトウ揖アになった.つまり，年間

20-26%の率で急速に拡大している.さらに，最

近ではマイクロコンピ品ータが従来の情報産業分

野以外の自動車産業，家電産業，通信・制栂機器

産業等にも利痛されるようになり，この種のソフ

トウェアまで含めると 10年間で10僚のソフトウェ
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磁 1 ソフトウ品アの高度it，大規模化
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アが必要とされるといわれている. SRI の Dr.

E. D. Jones はソフトウェアの必要量がこのよう

に急増すると現在の生産効率では2025年にはブ P

グラマの必要教は世界人口を韻えてしまうであろ

うと予i隠している‘もちろん，このようなことは

ありえないが，ソフトウェア最の地大間組はきわ

めて重要な課題になりつつあり，ソフトウ z アの

生産の革新的発泌が期待されている.

ソフトウェア余震問題の特徴

ソフトウヱア生産の特徴は稜々あるが，第 1

は，ソフトウェアは持尭蒔に必饗とされる工数以

上にそのメインテナンスに工数を必要とする点で

ある.つまり，ソフトウェアの鵠発からそのライ

フが終るまでのライフサイクル期間中の総コスト

の中で開発段階のコストが33%，メインデナンス

のコストが67%を点めるといわれており，事実，

ほぼこの数値と関じような結果がわれわれの経験

からも得-られている.このことは，開発段階の生

産性の向上も重要であるが，鰭発段轄においてい

かにメインテナンスコストを低減できるように設

計しておくか，また，すでにで、きあがっているソ

フトウぉアのメインテナンス作業の効率をいかに

向上させるかが大変重要な課嫡である.

第 2 の特徴はソフトウェア生産の過程の大部分

が人需によって行なわれている点で、ある.そのた

め個人獲の問題とそのことによる生産性の問題が

ある.関 2 はその一例である.

標誘量的な個人援としても約10僚の差があり，下
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限のほうまで含めると 25-30傍の個人差があると

いわれている.さらに鰭発グループのグループと

しての能力も生産性に大きく影響を与えている.

TRW の Dr.B. W. Boehm はソフトウェアの基

準爵発工数を次式で表わしている. ここで MM

は人・月であり KDSI は D母Iivered Source 

Instruction をキ口ステッア。で計ったものであ

る.すなわちソフトウ z アの大きさである.

MM出 3.2(KDSI)1.05

しかし，重要なことは俗人とチーム龍力によっ

てこの工数も4. 18傍の開きがあるといっている.

彼の測定した範閉ではプログラム言語をよく知

っているかどうかのファクターは1. 2 倍くらいで

あまり大設なブアクターがなしこの個人とチー

ムカが最大のファグターであるといっている.

第 3 の特徴はソブトウ且アの品賞毘題である.

この品質開題はまた，誼接・間接に生産性の問題

と密接な関係をもっている.ソフトウヱアは論理

の複雑性とデータの総合せの数が多いことからテ

ストによってバグ(ソフトウェアの誤り)がない

ことを保証することが困難であるということであ

る，特に，コ γ ピ品}タ・システムが社会の鷺婆

な分野に利用されるようになった今日，ソフトウ

ェアの品質問題はますます重要になりつつある.

ソフトウェア生愈箪新iこ対す'.5議待

ソフトウ血ア生産の革新問題はわが国のみの問

題ではなく世界的な問題にまで発展してきてお

り，世界的な緊急謀議の l つではなかろうか.

この課題を解決するために，優秀な若い人たち

が，このソフトウェア分野に数多く参加し，生産

性と品賞向上にすぐれた研究成果をあ申ていただ

きたいと思う.特に，はじめにものべたようにO

Rはソフトウェアの基礎であり， OR分野で活躍

されている学会の皆様が i 人でも多く 21君主艇の工

業技術製品であるソフトウェア製品の発展のため

にソフトウェア生産技術とその管理技術の際発に

ご参加し、ただきたいと患っている.
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